
 本市は、熊本県南⻄部に位置し、周囲を藍く美しい海に囲まれた天草上島と天草下島お 

よび御所浦島などで構成する天草諸島の中⼼部に位置しています。県庁所在地の熊本市か 

らは、⾞で約２時間を要し、最南端の⽜深地域までは更に約１時間を要します。また、九 

州⻄岸地域の拠点となる位置にあります。 

 地形は、そのほとんどが⼭林で占められ、急峻で平野部は少なく、河川沿いの平地部や 

海岸線の河⼝部に市街地や農地が展開し、市街地を結ぶように海岸線沿いに国・県道など 

が配置・整備されています。 

 主な産業は、温暖な気候を活かした農業や、豊かな⽔産資源を活かした漁業です。また 

雲仙天草国⽴公園に指定された⾃然景観、世界遺産に登録された﨑津集落や⽂化財など、 

多くの地域資源にも恵まれています。

天草市の概要

※割合は、少数第２位を四捨五⼊したものであり、合計しても 
 必ずしも100とはなりません。

 (資料：⼟地利⽤現況把握調査)

■地⽬別⼟地⾯積（令和元年（2019年）10⽉1⽇現在）
 (単位 :  ha、%）

 令和２年（2020年）国勢調査の総⼈⼝は75,783⼈で、前回調査（平成27年（2015年）） 

と⽐較して6,956⼈（約8.4％）減少しています。また、平成27年に推計した⼈⼝予測 

（76,323⼈）よりも540⼈下回っています。 

 世帯数は31,873世帯で前回調査に⽐べて1,351世帯減少しています。１世帯当たりの⼈員 

も2.38⼈と減少を続けているほか、⾼齢者のみの世帯が11,687世帯と総世帯の36.7％を占 

めています。

 （資料：国勢調査）

■⼈⼝と世帯数の推移 
（単位：⼈、⼾）

■⾼齢者のみの世帯数の推移
（単位：⼾、％）

 （資料：国勢調査）

、
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天草市の概要

 本市の総⾯積は683.82㎢（令和４年（2022年）４⽉１⽇現在、国⼟地理院）で、熊本県 

内市町村の中で最⼤を誇り、県⼟⾯積の約９％を占めています。 

 ⼟地利⽤については、全体の67.6％を⼭林が占めており、また、農地は7.4％、宅地・道 

路⽤地は6.4％となっています。また、本渡地区と⽜深地区に市街地があり、ほかの地区は 

限られた平坦部に集落が点在している状況です。

第１節 位置と地勢

第２節 ⾯積および⼟地利⽤

第３節 ⼈⼝

１ ⼈⼝および世帯数
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 令和元年度（2019年）市町村⺠経済計算における市内総⽣産額は、平成30年度（2018 

年）と⽐較して、総⽣産で2.5％増加しています。 

 産業全体で⾒ると2.7％の増加となっており、産業項⽬別では、建設業において30.1%と 

⼤きく増加し、ついで運輸・郵便業が9.6％、専⾨・科学技術、業務⽀援サービス業が 

6.9％の増加となっています。減少が⼤きかったのは農業で14.0％減少し、次に宿泊・飲⾷ 

サービス業が4.9％、林業が4.4％減少となっています。

 年齢階層別⼈⼝は、令和２年（2022年）国勢調査によると年少⼈⼝（０〜14歳）8,447 

⼈(11.1％)、⽣産年齢⼈⼝（15〜64歳）36,097⼈(47.6％)、⽼年⼈⼝（65歳以上）31,239 

⼈(41.2％)です。県平均と⽐べてみると、⽣産年齢⼈⼝の割合が低く、⽼年⼈⼝の割合が 

⾼くなっています。経年的にみても、年少⼈⼝と⽣産年齢⼈⼝は減少する⼀⽅、⽼年⼈⼝ 

は増加しており、少⼦⾼齢化の進⾏が顕著となっています。

■市内総⽣産の状況

 （資料：国勢調査）

■総⼈⼝および年齢階層別⼈⼝の推移
（単位：⼈、％）

※総⼈⼝には年齢不詳者を含むため、年齢階層別⼈⼝の合計とは⼀致しません。

■総⼈⼝および年齢階層別⼈⼝の推移

 （資料：国勢調査）※就業⼈⼝総数には産業分類不能者を含むため、就業⼈⼝総数の合計とは⼀致しません。

（単位：⼈、％）

（令和4年5⽉31⽇公表） （単位 ： 千円、％） 

※単位四捨五⼊のため、合計が⼀致しない場合があります。
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天草市の概要

２ 年齢階層別⼈⼝

３ 産業別就業者数

 産業別就業者数は、令和２年（2022年）国勢調査によると第１次産業就業者4,294⼈ 

(12.2％)、第２次産業就業者5,832⼈(16.6％)、第３次産業就業者24,815⼈(70.7％)です。 

県平均と⽐較すると、第１次・第３次産業が⾼い割合を⽰している⼀⽅、第２次産業の割 

合が低くなっています。 

 また、経年的にみると、就業⼈⼝総数の減少に伴い、すべての産業においても就業者は 

減少している状況にあります。

第４節 産業構造

市町村内総⽣産
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■歳⼊
（単位：百万円）

■歳出
（単位：百万円）

※数値は、決算数値。 
※⾦額は表⽰単位未満を四捨五⼊したものであり、その内訳は合計と⼀致しない場合があります。
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天草市の概要

第５節 財政状況

 本市の財政状況における歳⼊と歳出です。歳⼊において税収は、⼈⼝減少はあるものの 

安定した額で推移し、歳⼊の概ね４割を占める地⽅交付税は、令和３年度においては、⼀ 

時的に増加しているものの、平成28年度から令和２年度にかけて段階的縮減の影響で減少 

しています。市の借⼊⾦である市債は、道路や公共施設等を建設する際の財源ですが、将 

来負担の増加を抑制するために、毎年度、公債費の元⾦償還額を超えない範囲で借り⼊れ 

るよう努めています。 

 また、歳出では、⼈件費において天草市⾏政経営改⾰⼤綱に沿った職員数の削減を⾏っ 

ており、決算額も減少しています。社会保障費である扶助費においては、概ね横ばいで推 

移していましたが、令和２年度から新型コロナウイルス感染症の影響により国の施策の拡 

充などで増加しています。公債費については、令和元年度において⼀時的に増加しました 

が、⾦利の低下、借⼊額の抑制により概ね減少しています。公共施設整備を⾏う投資的経 

費は、年度により増減がありますが、これは、「天草市庁舎建設事業」、「天草市複合施 

設整備推進事業」、「熊本天草幹線道路連絡街路事業」など⼤型事業の影響によるものです。
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